
２ 中学校社会科

(1) 単元名

第１学年 「アメリカ合衆国」

(2) 単元設定の理由

地理的分野における「(1) 世界とその諸地域」「ｲ 様々な地域」の学習では、世界の中の

いくつかの地域または国の人々の生活の地域的特色を多面的に理解し、世界が様々な地域や

国から成り立っていることをとらえさせることを主なねらいとしている。本単元では、「ア

メリカ合衆国」を取り上げ、その地域的特色を考察しながら他の類似した地域や国の特色に

結び付けてとらえることができるようにしたい。

アメリカ合衆国は、我が国との関係も強く、産業・経済・文化等の交流も深い。また世界

に及ぼす影響力も大きいものがある。したがって、学習する上においても情報や資料が比較

的豊富であり、生徒が無理なく調べることができ、多面的に考察できるものと考える。ここ

では、これまでに身に付けてきた資料の見方や活用方法に関する学習成果を基盤に、グルー

プ別の調査学習として設定した。特に、アメリカ合衆国の農業や工業を中心に、生徒が様々

な視点から調査を進められるように配慮したい。この中では、我が国の場合と比較関連させ

るとともに、地理的・歴史的・社会的な条件との関連に目を向けさせたい。さらに、今日的

な課題点についても迫ることを通じてアメリカ合衆国がもつ特色について考察させたい。

こうしたグループで設定した個々の課題を解決していく過程を通して、必要な資料を自ら

の判断で選択し活用していくこととなり、地理的事象を多面的に考察し、公正に判断する能

力や態度を身に付けていくことができる。さらに、調査結果を聞き手に分かりやすいように

発表する方法を工夫するという一連の過程を通じて、設定した課題を解決する喜びと表現す

る喜びとを味わうことができる。その結果、「学ぶ意欲」を高めるとともに「学び方」を身

に付けることができるものと考える。

(3) 単元の目標

・ アメリカ合衆国の産業や地域の特色について興味をもち、グループで設定した課題に

基づいて協力しながら解決しようとする。 （社会的事象への関心・意欲・態度）

・ 課題解決に必要な資料を選択し、必要に応じて加工し、図表やグラフに表現する方法

を身に付けるとともに、図表やグラフ等から地域の変化、特色、課題等を読み取ること

ができる。 （資料活用の技能・表現）

・ 複数の資料を関連付けて活用することにより、産業や地域の特色を多面的にとらえる

ことができる。 （社会的な思考・判断）

・ アメリカ合衆国の産業や地域の特色について理解するとともに、我が国との違いや深

いつながりに気付くことができる。 （社会的事象についての知識・理解）



(4) 単元の指導計画（全８時間）

(5) 本単元の指導におけるコンピュータ活用の考え方

社会科の授業でコンピュータを活用する場合、多様な方法が考えられる。インターネット

やマルチメディア型の活用も視野に入れるなら、その可能性は限りなく広がる。しかし、今

回は、現時点での府内の中学校におけるコンピュータ機器設置についての平均的な環境を有

効に生かすことを前提として、既存の機器やソフトウェアを授業の中で活用できる方法を考

えてみることとした。

そこで本単元では、コンピュータをグラフ作成作業で活用してみる。予め教師が入力して

おいたアメリカ合衆国にかかわる各種データを基にグラフを作成する過程で、コンピュータ

の優れた能力を体験的に確認でき、達成感を味わうことができる。こうしたコンピュータな

らではの優れた機能を使い、情報を必要な形に加工し、自分が必要とする資料を簡単に作成

できると気付くことは、情報活用能力を高めていくことにもつながる。また、コンピュータ

を適切に活用することを通じて、学習する単元にかかわる興味・関心を一層高め、学習意欲

を高めることができるものと考えている。

今回使用したソフトウェアは、多くの学校に導入されており、表計算の事務作業等で教師
*

が活用する機会が比較的多い「Lotus 1-2-3」 である。このソフトウェアを使って、既存の

コンピュータを生かしながら授業に活用する方法を検討するということを今回のテーマの一

つとした。（* Lotus 1-2-3 は、Lotus Development Corporation の登録商標です。）



(6) 本時の目標

・ 学習課題の解決のために、進んで学習に取り組もうとする。

（社会的事象への関心・意欲・態度）

・ 作成したグラフの中から課題解決のために必要なものを選択し、そこから合衆国の産

業の特色や変化、課題等を読み取ることができる。 （資料活用の技能・表現）

・ 作成したグラフの中から関連する三つのグラフを選択し、その関連性について考察で

きる。 （社会的な思考・判断）

(7) 本時の展開（次ページ参照）

(8) 本時の評価

・ コンピュータの操作に関心をもち、グループで協力して学習課題を解決しようとした

か。 （社会的事象への関心・意欲・態度）

・ 作成したグラフの中から課題解決に必要なものを選択し、産業の特色や変化、課題等

について考え、疑問に思ったことなどを調査用紙にまとめることができたか。

（資料活用の技能・表現）

・ アメリカ合衆国の産業に関する三つのグラフを選択し、それぞれの関連性について考

察できたか。 （社会的な思考・判断）

(9) 指導上の工夫

ア 使用ソフトとデータの準備

本単元で使用したソフトウェアは、「Lotus 1-2-3」 です。このソフトウェアがもってい

る「グラフ作成機能」が、簡単な操作で社会科の授業に活用できると考えました。社会科で

は、各分野で様々な資料を表やグラフに表したり読み取ったりします。そこで、既存のコン

ピュータを生かし、このソフトウェアのグラフ作成機能を社会科地理的分野の授業の中で活

用できないものかと考えました。また、教師自身が活用する機会も比較的多く、操作にも慣

れていると考えることもできます。

しかし、社会科の学習用のソフトウェアとして作られたものではないので、社会科の授業

で活用しようという場合、当然ながら必要なデータは自分たちで入力しなければなりません。

これを生徒に入力させることも考えられますが、相当な時間がかかる上に、操作も難しく

なってしまいます。あくまでも活用のねらいは、コンピュータの「グラフ作成機能」を授業

に生かすという一点に絞って、今回のデータの入力は、教師側で行うこととしました。多少

時間はかかりますが、授業内容に照らし合わせて、教師が必要なデータを選択できるので、

むしろデータを変更できない既製のソフトウェアを使うよりも柔軟な教材が準備でき、授業

の展開の上で必要なものだけに絞り込めるという利点もありました。

データの内容は、アメリカ合衆国や日本を含む３６か国に関わる２１の項目についての数

値です。入力項目を設定する上で特に配慮したことは、農・工業の特色をつかむ上で、適切

な指標となるような数値であることをまず考えました。また、同じ種類のグラフに表すこと

ができるように、「Lotus 1-2-3」 の同一のワークシート上に入力できる種類の資料である

ことも必要です。



(7) 本時の展開



具体的には、面積、人口、人口密度、国民総生産、穀物自給率、耕地面積、１ｈａ当たり

の収量、１ｈａ当たりの肥料消費量、トラクター保有台数、小麦・米・大豆・いも類・とう

もろこしの生産高、自動車生産台数、粗鋼・一次エネルギーの生産高、産業用ロボットの設

置台数、通信機器・工作機械・コンピュータの生産額などです。また、３６か国を選んだ基

準については、まず、中学校段階で教科書に出てくる基本的な国名をあげ、更に２１の項目

それぞれについての世界ランキング上位１０か国が正しく出てくるように配慮しています。

資－１「データを入力したワークシート」（農業に関するデータ）

イ コンピュータの操作に関わる教師の支援

今回、コンピュータを授業の中で活用することとしたねらいは、コンピュータの優れた機

能に気付くとともに、資料の収集・選択・処理・活用の能力を養い、学習に対する意欲向上

につなげていくことにありました。しかし、１年生のこの時期では、ほとんどの生徒が初め

てコンピュータに触れる場合が多く、難しい操作にぶつかればせっかくの意欲も失いかねま

せん。そこで、起動やデータの読み込み等といった操作は、予め教師がやっておき、生徒が

操作する部分は必要最小限になるように考えました。例えば、グラフの種類についても、簡

単な設定の変更で、円グラフ、棒グラフ、折れ線グラフ等に変更できるのですが、今回は、

はじめから棒グラフだけで表すことを前提として、入力データも準備しておきました。

また、「本授業のねらい」や「グラフ作成・印刷の方法」について大きく書いた模造紙を

黒板上に貼り出すとともに、それぞれのコンピュータの横にも簡単な操作手順を記したカー

ドを準備しておきました。操作につまずいた時、それらを参照すれば自力で解決できるよう

に工夫したものです。そして机間指導を丁寧に行う中で、こうした操作に関わる問題は解決

することができました。

ウ 単元導入段階でのインターネットの活用

今後どの学校でもマルチメディアやインターネットが使用できる環境が整うものと考えら

れますが、そうした場合、生徒自身が直接インターネットを使って、情報を得たり、調べた

り、また、情報を発信したり、校外の多数の人々と交流したりすることで大きな成果が期待

されています。とりわけ社会科においては、様々な活用方法が考えられるところです。例え

ば、調査学習をする場合、これまでなら図書室で調べるといっても図書が限られてしまうた

め、教師が準備資料を作成するなど資料収集に困難さを感じることがありました。ところが、



グループに１台のインターネットにつながったコンピュータが準備されているとすれば、生

徒はこれを用いてごく簡単に多くの資料を入手することができます。学校の図書室で入手で

きる資料は、質的にも量的にも限られたものですが、インターネットの場合、質こそ様々で

はあるものの、量については全く比較になりません。手慣れてさえいれば、ごく簡単に必要

な資料を入手することができます。また、単なる情報収集にとどまらず、専門家や公的機関

や企業等に対して直接意見を聞くことができるなど、より能動的に授業を展開していくこと

が可能になります。さらに、こちらから情報を発信し、交流していくこともできるわけであ

り、教室に居ながらにして、全国・全世界の最新の情報を手にするとともに、世界へ向けて

情報を発信することができるわけです。こうした情報手段としてのコンピュータの活用は、

社会科にとっては大いに価値あるものと考えることができます。

以上の観点を踏まえて、本単元では、学習内容にかかわる意欲の向上とコンピュータに対

する関心を高めることをねらいとして、教師がインターネットで収集した資料を、生徒に提

示するという方法で、単元の導入を計画しました。生徒が使うコンピュータがインターネッ

トにつながっていなくても、教師が教材研究の段階で入手した資料を生徒に提示するという

方法をとるだけでも、授業の興味付けという点で十分活用できます。教師のノート型のコン

ピュータに保存したページを直接プロジェクターを通して映し出したり、カラー印刷したも

のをオーバーヘッドカメラで映し出すという方法も可能です。今回は、後者の方法を用い、

カラー印刷した写真資料を中心に、オーバーヘッドカメラを使って生徒用のディスプレイに

次々と映し出しました。これを活用したことで、生徒の意欲は高まり、積極的な発言が見ら

れるなど、これから始める学習に対する興味関心を高めることにつながりました。こうした

活用方法は、社会科ではとりわけ導入の部分で効果的だと言えます。

エ 生徒の反応

社会科の授業改善を進める上で、授業展開の中でコンピュータを活用することがどのよう

な意味をもつのかという点については、すでに(5) で述べました。コンピュータをめぐる技

術革新が日進月歩の勢いで進み、インターネット等を通じて、教室に居ながらにして各種の

情報を入手できるようになり、これらを積極的に活用することで、これまでできなかったこ

とが、教師の工夫一つでいくらでも可能になるものと考えられます。

こうした中にあって、生徒は社会科授業でコンピュータを活用するということについてど

のようにとらえているのでしょうか。今回、コンピュータを活用した授業終了時（第２時の

終了時）にアンケート調査を実施しました。結果は、次ページの（資－２）が示す通りです

が、生徒たちが、コンピュータに対して強い関心を示しており、社会科の授業でもその積極

的な活用を望んでいることが分かります。

コンピュータ操作に対する意識としては、「少し難しかった」と答えた生徒が５５．６％

でした。しかし、「大変難しかった」と答えた生徒はわずかに２人（１．４％）に過ぎませ

ん。そこで、「少し難しかった」と答えた生徒７９人が、どの程度の意欲をもって授業に取

り組めていたかについて、①②の項目をクロス集計することで更に分析を加えてみました。

その結果は、「大変意欲的に取り組めた」（４４％）、「少し意欲的だった」（２４％）で

あり、これを合わせると８８％にも達します。また、「大変難しかった」と答えた２人につ

いても、「大変意欲的に取り組めた」が１人で、「普段と変わらない」が１人であり、操作



の難しさが意欲の減退に直接結び付かなかったことを示しています。つまり、コンピュータ

の操作は、少し難しく感じたものの普段の授業と比べれば、意欲的に取り組めたと生徒たち

は自己分析していることが分かるのです。

①パソコンを使ったことで、社会科の授業に対して普段よりも意欲的に取り組めましたか
ア 大変意欲的に取り組めた。 ア 86人(60.6%)
イ 少し意欲的だった。 イ 33人(23.2%)
ウ 普段とかわらない。 ウ 18人(12.7%)
エ 普段より意欲が出なかった。 エ 5人( 3.5%)

②パソコンの操作は、あなたにとってはどうでしたか。
ア とても簡単だった。 ア 39人(27.5%)
イ 少し難しかった。 イ 79人(55.6%)
ウ 大変難しかった。 ウ 2人( 1.4%)
エ 何とも言えない。 エ 22人(15.5%)

③資料を加工し、活用することで、パソコンを使うことをどのように感じましたか。
ア 資料を簡単に整理したり、グラフが作成できたことが大変良かった。
イ 操作が難しいのでパソコンを使ったことで、かえって分かりにくかった。
ウ 何とも言えない。 ア 119人(83.8%)

イ 4人( 2.8%)
ウ 19人(13.4%)

④今後も社会科の授業でパソコンを使うことについてどのように思いますか。
ア 大歓迎であり、どんどん使いたい。 ア 107人(75.4%)
イ 時々使ってみたい。 イ 30人(21.1%)
ウ あまり使いたいとは思わない。 ウ 1人( 0.7%)
エ 何とも言えない。 エ 4人( 2.8%)

資－２ コンピュータの活用に関するアンケート調査結果

また、８３．８％の生徒が「資料を簡単に整理したり、グラフが作成できたことが大変良

かった」と答えており、コンピュータの優れた能力の一部分を体験的に確認することができ

たものと考えることができます。こうした資料から、社会科の授業でコンピュータを使うこ

とに対する生徒の前向きな姿勢をうかがい知ることができます。

アンケートの結果に加えて、今度は、生徒が作成したグラフや調査用紙に目を向けてみる

ことを通じて、今回の授業におけるコンピュータ活用について考えてみたいと思います。生

資－３「ワークシート画面」 資－４「グラフ画面」



徒の活動を順に追いながら見ていくと、まず各グループで必要とするデータを（資－３）の

項目の中から選択し、降順に並び替え（ソート）します。そして並び替え（ソート）された

データのグラフを作成します（資－４）。

こうして各グループごとに作成されたグラフを印刷して切り抜き、その中から関連性の高

いものを三つ選択してワークシートに貼り付けます。さらに、それぞれのグラフについて

「気付いたこと」と「疑問に思ったこと」、また「三つのグラフの関連性に着目することで

言えること」について、ワークシートに自由に書かせました（資－５）。グラフを正しく読

み取れなかったり、間違った解釈もありましたが、それらは、第３時以降の学習の中で解決

されていきました。ここでのねらいは、調査学習に入る前のウオーミングアップとして、グ

ラフを読み取る基本を身に付けるとともに、複数の資料を活用することで多面的な見方がで

きることに気付くように配慮しました。そして、ここで記した「気付いたこと」や「疑問に

思ったことを」を基に、第３時以降の調査学習で、グループの課題である「アメリカ合衆国

の農・工業」についての学習が一層深められていくことを期待しました。

そして、各グループで調査学習を進めていく上での留意点については、プリント「調査学

習の進め方」（資－６）を配布し、調査学習の視点が絞り込みやすくなるよう配慮しました。

資－５「ワークシート」



（資－７）は、各グループが分担に

従って調べたことをまとめたものの一

部です。各グループが調べようと決め

たテーマに対して、更に活用する資料

の範囲を広げて、違った角度から問題

に迫ろうとしています。地理的事象を

とらえる場合、一つの資料だけでは、

その地域的特色を正確に把握すること

は極めて困難なものです。ともすると

恣意的な考察や誤った判断に陥ってし

まいます。したがって、調査学習を行

う場合、できるだけ豊富な資料を準備

し、生徒たちが各事象を多面的にとら

えられるように配慮しました。

生徒たちは、こうした学習を繰り返

して行うことを通じて、資料を適切に

収集・選択・処理・活用し、資料に基

づいて考察する態度を身に付けるとと

もに、一面的ではなく、多面的に考察

する態度を身に付けることができるも

のと考えます。 資－６「調査学習の進め方」

資－７ グループのまとめ



(10)まとめ

社会科でコンピュータを活用する上で留意することは、コンピュータの操作方法だけを教

えることが最終目的ではないということです。コンピュータは、情報収集や資料の加工や表

現をはじめ、様々な活用を通じて絶大な威力を発揮するものです。しかし社会科の授業は、

こうしたコンピュータの操作そのものを学ぶ場ではありません。操作があまりにも難解であ

り過ぎたり、これを習得することに多くの時間がとられてしまったら、社会科本来の目的に

迫ることはできません。社会科では、資料を適切に収集・選択・処理・活用し、資料に基づ

いて考察する態度を身に付けることこそが目的であるべきです。したがって、これまでの授

業に対する考え方と基本的には変わるわけではなく、あくまでも優秀な道具の一つとしてコ

ンピュータの活用を授業に位置付けていくことが必要です。

今回の授業実践での生徒の反応を見ていても、社会科の授業にコンピュータの活用を積極

的に位置付けていくことは、授業改善を進める上で大きな役割を果たすものと考えることが

できます。生徒が主体的に学習に取り組む中で、必要な資料を自ら選択し、活用することに

より、資料活用能力や表現能力等の高まりが期待できます。また、１台のコンピュータを複

数の生徒が活用することで、授業場面での生徒間のコミュニケーション能力を高めることに

もつながります。新しく市販のソフトウェアを購入しなくても、教師が様々な工夫を凝らす

ことで、今学校にある機器を活用して授業改善に生かしていくことができます。そして、今

後、インターネットやマルチメディア対応型のコンピュータが各校に普及すれば、これは、

社会科の授業改善を更に進めていく上で、大きな可能性を秘めたものになるものと考えられ

ます。

今後の課題としては、生徒たちが、コンピュータを特別なものとしてとらえるのではなく、

一つのツールとして目的に応じて使いこなせる操作能力を高めていくことです。それにはま

ず、教師自身のコンピュータ操作能力を高めていくことが第一に求められています。教科に

おけるコンピュータ活用については、ねらいを十分に吟味し、活用場面や活用方法、活用形

態も含めて、一層の研究と実践を積み上げていくことが大切です。

資－８「学習の様子」


